
製造業労働災害防止対策講習会製造業労働災害防止対策講習会



１ 労災はなぜ起こる︖１ 労災はなぜ起こる︖



対策の実施

不安全行動
設備・機械の欠陥
作業管理の欠陥

危険・有害な状態の発生

危険性・有害性
接触または
接近 作業者

無災害

対策の未実施
または不足

災害の発生
またはヒヤリハット

危険性・有害性から災害の発生まで
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ハインリッヒの法則ハインリッヒの法則

死亡又は重傷災害１

２９

３００

不安全な状態 不安全行動

不休又は軽傷災害

ヒヤリ・ハット

(物損）

労働災害

リスク
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【参考文献】 東邦大学 産業保健職場復帰支援センター長

教授 小山文彦 「過重労働・メンタルヘルス対策と不安前行動防止との相関」 4



物は
・動く
・固まる
・飛ぶ
・落ちる
・抜ける
・滑る
・燃える
・崩れる
・漏れる

人は

・挟まれる

・巻き込まれる

・当たる

・ころぶ

・落ちる

・やけどする

・感電する

・腰を痛める

かもしれない

注意１秒けが一生
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災害が発生した場合、同じ災害が起きないように対策を立てる
災害発生後 ⇒ 対策 後追い

たしかに前
から危ないと
感じていた

そこは前から危ないとは
思っていました。

？危ないと思っていたのならなぜ 改善しない。
先に対策を取っていれば、

ケガしなくてすんだのに。

危険な場所は災害が発生する前に改善しよう
災害発生前 ⇒ 対策 先取り



２ 安全衛生管理活動２ 安全衛生管理活動
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１ 経営トップのゼロ災害への厳しい経営姿勢

２ 毅然たる安全管理方針

３ 「安全第一」の理念

４ 現場の活動へのねぎらい

トップが動かす安全管理

トップが支える安全活動

安全管理活動の基本スタンス
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誰のための「安全第一」
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安全衛生管理

品質管理

工程施工管理
急ぎの心理
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年
無災害運動

末

始年

年末年始 急がず
慌てず 基本作業



リスクアセスメントリスクアセスメント
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リスクアセスメントとは、「危険性や有害性を調査特定

し、その対策を実施する」ことです。 
 
 
 
 

労働災害が発生しそうな危険なところを前もって全般的に洗い

出します。事前にどれくらい危ないかを体系的に評価し、その

評価の大きさに従ってきちんと対策を実施することです。 

リスクアセスメントの目的 
危険 



危険有害要因の洗い出し危険有害要因の洗い出し
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危険有害要因
の洗い出しが
重要です。



危険な場所は災害が発生する前に改善しよう
災害発生前 ⇒ 対策 先取り

危ないと思う場所や作業はないか考えてみよう
⇒ 危険箇所の洗い出し

検討材料
・危ないと思っていること
・社内巡視の結果
・ヒヤリ・ハット
・災害事例
・etc．



危険有害要因の洗い出しにおけるポイント

（１）実際に作業している監督者と作業者（派遣を
含む）が行う。

（２）複数の人で行う。
（３）作業手順書がある定常作業から始め、順次、

非定常作業まで漏れなく行う。
（４）過去の災害、ヒヤリハット情報も参考にする。

思ってた以上に、たくさん出てきた
どれから始めたらいいのか？

危険度の高いものを選ぶ ⇒ リスクの評価を行う

一度には無理だから、順番を決めよう
順番は、危険性の高いものからにしよう



災害内容は、洗い出しをしたところとは違っていた

柵があるから大丈夫
手を入れることは考えられない
しかし、手が入ることも事実

通常作業では考えられない状
況で災害は発生する。
躓いたり、ぶつかった拍子に

バランスを崩して手や身体が危
険箇所に入ることもある。

洗い出しが不十分



手を入れることが
「出来る」設備である

手を入れることが
「出来ない」設備である
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直接指揮・監督する者が重要な役割を果たす。

安全衛生教育安全衛生教育
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安全衛生教育安全衛生教育

「『危ない』と感じる取る気持ち」
を持つ。

危険に対する感受性を高める。

教育したことを「実践」されてこそ、
その成果が現れます。

「『危ない』と感じる取る気持ち」
を持つ。

危険に対する感受性を高める。

教育したことを「実践」されてこそ、
その成果が現れます。
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人間は忘れる生き物人間は忘れる生き物
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３ 終わりに３ 終わりに
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災害現場で被災者や現場担当者のよく耳にすることば

「魔ぁ～こんくらいは大丈夫だろう。」

「魔がさしました。良く分からない」

「魔さか、こんなことになるなんて」

「間（魔）」を取ることが重要

ぜひ「間」を取って、ご安全に！
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